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●
不
安
定
な
コ
メ
輸
出
大
国

　

年
間
約
四
億
ト
ン
に
の
ぼ
る
世
界
コ
メ

生
産
量
の
約
二
二
％
を
産
出
す
る
イ
ン
ド

は
、
中
国
に
次
ぐ
第
二
位
の
生
産
国
で
あ

る
。
コ
メ
輸
出
が
自
由
化
さ
れ
た
一
九
九

〇
年
代
半
ば
以
降
は
、
年
に
よ
っ
て
は
四

〇
〇
万
ト
ン
以
上
を
供
給
す
る
こ
と
も
あ

り
、
輸
出
大
国
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
輸
出
量
が
極
め
て
不
安
定

で
あ
る
こ
と
も
イ
ン
ド
の
特
徴
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
〜
〇
七
年
の
コ
メ
輸
出
量
の
変

動
係
数
（
変
動
の
大
き
さ
に
応
じ
て
値
が

高
ま
る
統
計
量
）
を
見
る
と
、タ
イ
（
〇
・

一
六
）
や
ベ
ト
ナ
ム
（
〇
・
一
三
）
に
比

べ
て
イ
ン
ド
の
値
（
〇
・
三
七
）
は
特
に

高
い
。
二
〇
〇
八
年
四
月
以
降
は
、
バ
ス

マ
テ
ィ
種
（
芳
香
性
の
高
級
長
粒
米
）
を

除
く
全
て
の
コ
メ
輸
出
が
原
則
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
国
際
市
場
に
お
け
る
プ

レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
コ
メ
輸
出
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
不
安
定
な
の
か
。
今
後
も
同
じ
よ

う
な
変
動
を
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ

る
い
は
、
安
定
し
た
輸
出
国
へ
と
成
長
す

る
こ
と
を
期
待
で
き
る
の
か
。
こ
れ
ら
の

疑
問
に
応
え
る
に
は
、
イ
ン
ド
の
コ
メ
経

済
の
あ
り
方
、
と
く
に
国
内
食
料
政
策
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
国
内
市
場
へ
の
積
極
的
な
政
府
介
入

　

イ
ネ
は
ほ
ぼ
イ
ン
ド
全
州
で
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
最
大
の
作
付
面
積
を
持
つ
品
目
で
あ

る
。
表
1
か
ら
は
、
稲
作
の
地
理
的
多
様

性
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
主
要
稲
作

州
を
お
お
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
北
部
の
灌

漑
が
整
備
さ
れ
た
高
収
量
地
域
、
東
部
の

灌
漑
比
率
が
低
い
伝
統
的
稲
作
地
帯
、
そ

し
て
南
部
の
高
灌
漑
比
率
・
高
収
量
地
域

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
推
定
人
口
約
一・

九
億
の
巨
大
州
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ

に
つ
い
て
は
、
州
西
部
は
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州

と
同
様
の
高
収
量
地
帯
、
州
東
部
は
ビ
ハ
ー

ル
州
と
同
様
の
低
収
量
地
帯
に
分
類
で
き

る
。
イ
ン
ド
中
部
の
マ
デ
ィ
ヤ
・
プ
ラ
デ
ー

シ
ュ
州
は
、
収
量
お
よ
び
灌
漑
比
率
の
低
さ

に
お
い
て
、
東
部
地
域
に
似
て
い
る
。

　

北
部
地
域
と
南
部
地
域
は
、
灌
漑
投
資

と
高
収
量
品
種
の
導
入
を
伴
う
「
緑
の
革

命
」
の
恩
恵
を
強
く
受
け
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
地
域
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
と
八
〇
年
代

を
通
じ
て
コ
メ
の
単
収
が
大
き
く
上
昇
し
た

が
、
九
〇
年
代
以
降
は
成
長
が
鈍
化
し
て

い
る
。
一
方
、
東
部
地
域
・
中
部
地
域
は
灌

漑
比
率
の
低
さ
や
治
水
対
策
の
不
足
か
ら
、

干
魃
や
洪
水
の
被
害
を
受
け
や
す
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
後
者

の
地
域
で
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
よ
る
大
き
な

増
産
効
果
が
期
待
で
き
る
と
も
言
え
よ
う
。

　

イ
ン
ド
の
コ
メ
経
済
の
制
度
的
特
徴
と
し

て
は
、
政
府
に
よ
る
積
極
的
な
市
場
介
入

を
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
柱
の
一
つ
は
、
政
府

が
毎
年
コ
メ
の
最
低
支
持
価
格
を
設
定
し
、

イ
ン
ド
食
糧
公
社
（
Ｆ
Ｃ
Ｉ
）
あ
る
い
は
各

州
政
府
の
調
達
部
門
を
通
じ
て
現
物
を
買

付
け
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
安

定
的
な
買
付
価

格
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
農
家

の
生
産
意
欲
を

高
め
る
こ
と
が

そ
の
目
的
で
あ

る
。
コ
メ
の
買

付
方
法
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
公
設
卸

売

市

場

や

Ｆ
Ｃ
Ｉ
の
調
達

セ
ン
タ
ー
を

使
っ
た
公
開
買

付
、
そ
し
て
精

米
業
者
か
ら
の

強
制
買
付
の
二

種
類
に
分
け
ら

れ
る
。
公
開
買

付
の
場
合
、
最
低
支
持
価
格
で
農
家
が
買

い
取
り
を
希
望
す
る
籾
米
は
、
原
則
と
し
て

全
量
政
府
が
買
付
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
最
低
支
持
価
格
は
コ
メ
の

価
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
。

図
1
か
ら
、
公
開
買
付
に
よ
る
政
府
調
達

が
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

州
ア
ム
リ
ト
サ
ル
市
で
は
、
公
設
市
場
の
セ

リ
で
決
ま
る
卸
売
価
格
が
、
最
低
支
持
価

格
を
常
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
コ
メ
の
政
府
調
達
が
不
定
期
的
に
し

か
行
わ
れ
な
い
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ

イ
ン
ド
の
コ
メ
輸
出
動
向
を

支
配
す
る
国
内
食
料
政
策

久
保
研
介

表1　主要稲作州の概況

（出所）籾米の生産量、収穫面積、単収は International Rice Research Institute, World Rice Statistics。灌漑比率はDepartment 
of Agriculture and Cooperation, Agricultural Statistics at a Glance 2008。高収量品種作付比率はJanaiah et al. (2006)。市
販余剰比率はDirectorate of Marketing and Inspection, Marketable Surplus and Post Harvest Losses of Paddy in India 2002。
* 2000年にウッタル・プラデーシュから分離したウッタラーカンドは含まれない。
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州
東
部
バ
ハ
ラ
ー
イ
チ
市
で
は
、
卸
売
価
格

が
最
低
支
持
価
格
を
下
回
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
。
図
2
の
棒
グ
ラ
フ
は
政
府
調
達
の

地
理
的
分
布
を
表
し
て
い
る
が
、
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
州
に
加
え
、
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ

デ
ー
シ
ュ
州
か
ら
の
買
付
量
が
大
き
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
近
年
は
マ
デ
ィ
ヤ
・
プ
ラ

デ
ー
シ
ュ
州
お
よ
び
オ
リ
ッ
サ
州
か
ら
の
調

達
も
増
え
て
お
り
、
政
府
買
付
の
地
理
的
多

様
化
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
進
ん
で
い
る
。

　

政
府
介
入
の
二
本
目
の
柱
は
、
最
低
支

持
価
格
で
買
い
付
け
ら
れ
た
政
府
米
を
消

費
者
向
け
に
配
給
す
る
制
度
で
あ
る
。
公

的
分
配
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ

る
同
制
度
は
、
コ
メ
以
外
に
も
小
麦
、
砂

糖
、
灯
油
な
ど
を
扱
っ
て
お
り
、
各
品
目

を
市
場
価
格
よ
り
も
安
価
に
供
給
し
て
い

る
。
そ
の
目
的
は
低
所
得
者
層
の
食
料
摂

取
向
上
で
あ
り
、
津
々
浦
々
に
立
地
す
る

公
正
価
格
店
と
呼
ば
れ
る
店
舗
が
、
配
給

拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

●
政
府
介
入
の
拡
大
と
財
政
負
担
の
膨
張

　

コ
メ
市
場
へ
の
政
府
介
入
の
度
合
い
は
、

近
年
増
し
て
い
る
。
コ
メ
の
全
生
産
量
に

占
め
る
政
府
買
付
の
割
合
は
、
一
九
九
〇

年
代
半
ば
ま
で
は
一
〇
〜
一
五
％
で
あ
っ
た

の
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
は
約
三
割

に
達
し
て
い
る
（
図
2
）。
並
行
し
て
コ
メ

の
全
消
費
量
に
占
め
る
配
給
米
の
割
合
も

高
ま
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
度

に
は
二
四
・
五
％
で
あ
っ
た
。
政
府
調
達
・

配
給
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
理
由
は
二
つ

あ
る
。
一
つ
め
は
、
P
D
S
の
配
給
価
格
が

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
、
配
給

米
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
で
あ
る
。
図

3
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
コ
メ
の
配
給
価

格
と
自
由
市
場
の
小
売
価
格
は
大
き
く
乖

離
し
て
お
り
、
両
者
の
差
は
近
年
急
拡
大

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
配
給
米
の

消
費
量
が
大
き
く
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

配
給
米
の
一
世
帯
あ
た
り
割
当
量
は
決
ま
っ

て
い
る
た
め
、
配
給
価
格
と
消
費
量
の
関

係
は
自
明
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
配
給
米

価
格
が
市
場
小
売
価
格
を
下
回
っ
て
い
る

以
上
は
、
全
割
当
量
が
消
費
さ
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
配
給

価
格
と
市
場
価
格
の
乖
離
幅
が
拡
大
す
る

に
連
れ
て
、
配
給
米
の
消
費
量
が
増
え
る

の
で
あ
る
。
配
給
米
と
市
場
流
通
米
の
間

に
は
品
質
差
が
存
在
し
、
同
程
度
の
価
格

で
あ
れ
ば
市
場
流
通
米
の
ほ
う
が
好
ま
れ

る
こ
と
が
、そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

コ
メ
の
市
場
価
格
上
昇
に
関
わ
ら
ず
、

配
給
価
格
が
低
く
据
え
置
か
れ
て
い
る
背

景
に
は
、
政
治
的
な
要
因
が
あ
る
。
イ
ン

ド
で
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
国
民
生

活
の
変
化
が
、
国
政
お
よ
び
州
政
選
挙
の

結
果
を
握
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、

配
給
価
格
の
据
え
置
き
並
び
に
配
給
量
の

拡
大
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
抑

え
る
有
効
な
手
段
な
の
で
あ
る
。
現
政
権

が
二
〇
〇
九
年
の
国
政
選
挙
で
優
勢
を
保

て
た
の
も
、
P
D
S
の
活
用
等
を
通
じ
て

低
所
得
者
層
の
生
活
水
準
維
持
に
努
力
し

て
き
た
こ
と
が
一
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

コ
メ
市
場
に
お
け
る
政
府
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
が
高
ま
っ
て
い
る
二
つ
め
の
要
因
は
、
最

低
支
持
価
格
の
下
方
硬
直
性
で
あ
る
。
過

去
の
実
績
を
見
る
と
、
コ
メ
の
最
低
支
持

価
格
が
名
目
ベ
ー
ス
で
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
。
最
低
支
持
価
格
を
引

き
下
げ
て
農
家
票
を
失
う
と
い
う
政
治
的

リ
ス
ク
を
、
い
ず
れ
の
政
権
与
党
も
と
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
米
が

図1　籾米の最低支持価格と平均卸売価格

（出所）卸売価格は、(1) Government of India, Ministry of Agriculture. Bulletin on Food Statistics, 
various issues. (2) Government of India, Ministry of Agriculture. Agricultural Prices in India, various 
issues. (3) Agricultural Marketing Information Network. Market wise, Variety wise Prices: Weekly 
Analysis.　最低支持価格は、Government of India, Ministry of Finance. Economic Survey, various 
issues.　実質化に利用した消費者物価指数は、Reserve Bank of India. Database on Indian 
Economy.　タイの輸出価格は、United States Department of Agriculture (USDA), Economic 
Research Service, Rice Outlook Monthly Tables.

（注）アムリトサル市分の2003-04～2008-09年度は、近隣のアジナラ市公設卸売市場の値。収穫期に
合わせ、アムリトサルについては各年度の10月末（ただし1988-89年度は11月、1978-79、
1979-80、1989-90年度は12月）、バハラーイチについては各年度11月末（ただし2005-06年度は
12月）の平均卸売価格を利用。価格は全て消費者物価指数（全インド農業労働者、1986-87年度
＝100）で実質化した。タイの輸出価格は、各年10月と11月の平均値を使った。ドル・ルピー
為替レートおよびインドの消費者物価指数で、他の価格変数と比較可能にした。

図2　コメの政府調達量（精米換算）

（データ出所）Government of India, Ministry of Agriculture. Agricultural Statistics at a Glance. Various 
issues; Ministry of Finance. Economic Survey 2008-09.

（注）マディヤ・プラデーシュ州／チャッティースガル州の数値は、1999-2000年度までは旧マディヤ・
プラデーシュ州、2000-01年度以降はチャッティースガル州のみを含む。チャッティースガルは、
2000年11月にマディヤ・プラデーシュから分離してできた州である。
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輸
出
市
場
で
獲
得
で
き
る
価
格
は
、
最
低

支
持
価
格
と
は
ほ
ぼ
無
関
係
に
日
々
変
化

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
コ
メ
価
格

が
存
在
し
、
片
方
の
価
格
だ
け
が
下
方
硬

直
的
で
あ
る
場
合
、
い
か
な
る
事
態
が
発

生
す
る
か
考
え
て
み
よ
う
。

　

こ
の
際
考
慮
す
べ
き
は
、
コ
メ
の
政
府
調

達
と
輸
出
向
け
需
要
が
、
イ
ン
ド
の
国
内
市

場
で
競
合
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

図
1
か
ら
示
唆
さ
れ
る
と
お
り
、
コ
メ
の
国

際
価
格
（
主
要
指
標
は
タ
イ
の
輸
出
価
格
）

が
高
い
と
き
は
イ
ン
ド
国
内
の
卸
売
価
格
も

引
き
上
げ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
輸
出
需
要
圧
力
の
下
で
コ
メ
を
充
分
に
調

達
す
る
に
は
、
政
府
は
最
低
支
持
価
格
を
切

り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
1
の
実
質

化
さ
れ
た
数
値
か
ら
は
判
ら
な
い
が
、
国
際

市
況
が
好
調
だ
っ
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
、

イ
ン
ド
政
府
は
コ
メ
の
最
低
支
持
価
格
を
毎

年
引
き
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
国

際
価
格
が
下
降
局
面
に
入
っ
て
も
、
さ
き
ほ

ど
述
べ
た
政
治
的
な
理
由
に
よ
り
、
政
府
は

最
低
支
持
価
格
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
の
結
果
、
国
内
の
卸
売
価
格
が
下

落
す
る
な
か
で
、
政
府
の
調
達
価
格
だ
け
が

高
止
ま
る
と
い
っ
た
状
態
が
生
ま
れ
る
。
当

然
、
農
家
は
よ
り
多
く
の
コ
メ
を
政
府
に
対

し
て
売
り
た
が
り
、
政
府
機
関
側
も
貯
蔵
施

設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
許
す
限
り
、
全
量
買

付
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
末

か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
政
府
調

達
の
割
合
が
一
気
に
高
ま
っ
た
裏
で
は
、
ま

さ
に
こ
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
が
展
開
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
（
首
藤・塚
田
﹇
二
〇
〇
六
﹈）。

　

高
い
生
産
者
価
格
と
低
い

消
費
者
価
格
の
両
立
を
意
図

し
た
コ
メ
市
場
へ
の
介
入
は
、

イ
ン
ド
政
府
に
多
大
な
財
政

負
担
を
強
い
て
い
る
。
た
と
え

ば
二
〇
〇
八
／
〇
九
年
度
に

は
、
最
低
支
持
価
格
（
精
米

換
算
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

約
一
三
ル
ピ
ー
）
と
貧
困
世
帯

向
け
配
給
価
格
（
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
あ
た
り
五・
六
五
ル
ピ
ー
）

と
の
間
に
は
、
五
〇
％
を
超
え

る
逆
ザ
ヤ
が
存
在
し
て
い
た
。

こ
の
逆
ザ
ヤ
に
加
え
、
コ
メ
の

輸
送
や
貯
蔵
に
か
か
る
費
用

も
政
府
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
小
麦
の
分
も
合
わ
せ
た
財
政
負

担
の
総
額
は
、
二
〇
〇
九
／
一
〇
年
度
に
は

約
四
三
〇
〇
億
ル
ピ
ー（
約
八
三
〇
〇
億
円
）

に
膨
ら
む
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
同
年
度

に
予
想
さ
れ
る
イ
ン
ド
政
府
の
財
政
赤
字

（
約
四
兆
ル
ピ
ー
）
の
一
割
を
超
え
て
い
る
。

財
政
赤
字
の
対
G
D
P
比
率
が
近
年
急
上

昇
し
て
い
る
イ
ン
ド
政
府
と
し
て
は
、
市
場

介
入
に
伴
う
支
出
を
是
非
と
も
抑
え
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

●
食
料
政
策
に
支
配
さ
れ
る
コ
メ
輸
出

　

コ
メ
の
国
際
市
況
が
イ
ン
ド
国
内
市
場
に

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

が
、
他
方
で
政
府
の
施
策
が
、
イ
ン
ド
の
コ

メ
輸
出
動
向
を
支
配
し
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
図
4
は
コ
メ
輸
出
量
の
推
移
を
表
し

て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
政
策
の
影
響
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
一
九
九
四
〜

九
五
年
度
ま
で
は
バ
ス
マ
テ
ィ
種
以
外
の
コ

メ
（
以
下
、「
非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
」）
の
輸
出

は
政
府
の
管
理
下
に
お
か
れ
、
年
間
数
十
万

ト
ン
が
輸
出
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
伝

統
的
な
輸
出
品
目
で
あ
る
バ
ス
マ
テ
ィ
米
に

つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
民
間
業
者
に
よ
る
自

由
な
輸
出
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
生
産
量
は

コ
メ
全
体
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
が
、

非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
と
ほ
ぼ
同
量
の
数
十
万
ト

ン
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九

五
／
九
六
年
度
に
非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
輸
出
が

自
由
化
さ
れ
る
と
、
バ
ス
マ
テ
ィ
米
を
は
る

か
に
凌
ぐ
四
五
四
万
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
年
間
数
百
万
ト
ン
の
輸
出
が
し
ば

ら
く
続
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
末
に
国
際

市
況
が
下
落
に
転
じ
る
と
、
非
バ
ス
マ
テ
ィ

米
の
輸
出
量
は
急
速
に
萎
ん
だ
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
に
国
際
価
格
が
低
迷
を
続
け
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
の
輸
出
量

が
急
回
復
し
た
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の

時
期
輸
出
さ
れ
た
非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
の
大
部

分
は
、
政
府
が
在
庫
処
分
と
し
て
放
出
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一

九
九
〇
年
代
末
に
イ
ン
ド
政
府
は
コ
メ
の
買

付
を
大
幅
に
増
や
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
在

庫
と
し
て
積
み
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

政
府
米
の
国
際
市
場
へ
の
放
出
は
、
国
内
市

場
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
止
め
な
が
ら
、
膨

張
し
た
政
府
在
庫
を
圧
縮
す
る
手
段
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
政
府
米
放
出
は
、
こ

図3　コメの配給価格および自由市場小売価格

（データ出所）Department of Food and Public Distribution. Annual Report, various 
issues; Department of Consumer Affairs, Price Monitoring Cell.

図4　インドのコメ輸出量

（出所）Department of Agriculture and Cooperation. Agricultural Statistics at a Glance 
2003; Global Trade Information Services, World Trade Atlas.
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の
時
期
の
国
際
市
況
低
迷
に
も
少
な
か
ら

ず
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

政
府
米
の
輸
出
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に

打
ち
切
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
も
非
バ
ス
マ

テ
ィ
米
の
大
量
輸
出
は
続
い
た
。
そ
の
原
因

は
、
国
際
価
格
の
上
昇
に
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
（
図
1
の
タ
イ
米
輸
出
価
格
を
参

照
）。
と
く
に
二
〇
〇
七
年
に
入
っ
て
か
ら

の
輸
出
需
要
は
旺
盛
で
、
四
〜
九
月
の
非

バ
ス
マ
テ
ィ
米
輸
出
は
対
前
年
同
期
比
四

八
・二
％
増
と
、
過
去
最
大
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
異
例
の
輸
出
需
要
に
直
面

し
た
イ
ン
ド
政
府
は
、
調
達
量
を
確
保
す

る
た
め
に
最
低
支
持
価
格
を
引
き
上
げ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
一
〇
〜
一

一
月
に
は
、
コ
メ
の
最
低
支
持
価
格
が
一
ト

ン
あ
た
り
六
四
五
ル
ピ
ー
か
ら
七
四
五
ル

ピ
ー
（
約
一
九
〇
ド
ル
）
へ
と
切
り
上
げ
ら

れ
、
同
時
に
一
ト
ン
あ
た
り
四
五
〇
ド
ル
と

い
う
最
低
輸
出
価
格
が
設
定
さ
れ
た
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
手
段
で
輸
出
需
要
を
押
し

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
四
五
〇
ド

ル
を
超
え
る
前
代
未
聞
の
高
価
格
で
、
政

府
調
達
米
と
同
級
の
低
級
品
種
米
が
輸
出

さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
出
書

類
上
の
単
価
を
膨
ら
ま
せ
る
業
者
が
登
場

す
る
な
ど
、
輸
出
価
格
規
制
の
有
効
性
を

疑
問
視
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
も
発
生
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
三

月
に
か
け
て
、
非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
の
最
低
輸

出
価
格
は
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
最

終
的
に
は
一
ト
ン
あ
た
り
一
〇
〇
〇
ド
ル
に

達
し
た
。
そ
れ
で
も
コ
メ
輸
出
は
収
ま
ら
ず
、

一
部
の
州
政
府
は
、
二
〇
〇
七
年
末
か
ら
非

バ
ス
マ
テ
ィ
米
の
輸
出
に
対
し
て
数
量
規
制

を
か
け
始
め
た
。
こ
れ
に
倣
う
か
た
ち
で
、

中
央
政
府
も
二
〇
〇
八
年
四
月
に
非
バ
ス
マ

テ
ィ
米
の
輸
出
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
の
で

あ
る
。
か
く
し
て
イ
ン
ド
は
コ
メ
の
国
際
市

場
か
ら
身
を
引
く
こ
と
に
な
り
、
二
〇
一
〇

年
二
月
現
在
ま
で
、
政
府
間
貿
易
を
除
く
と

非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
の
輸
出
を
行
っ
て
い
な
い
。

●
政
策
の
評
価
と
今
後
の
展
望

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
二
〇
〇
七
年
一
〇

月
以
降
の
コ
メ
輸
出
規
制
は
、
イ
ン
ド
政
府

の
食
料
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
根
底
に
あ
る
要
因
と
し
て
、

P
D
S
を
通
じ
た
コ
メ
の
安
価
配
給
と
い
う

政
策
が
重
要
性
を
増
す
な
か
、
政
府
に
よ
る

一
定
量
の
コ
メ
調
達
を
ど
う
し
て
も
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
調
達
目
標
を
達
成
す
る
う
え
で
、
国
際

価
格
の
上
昇
に
連
動
し
て
最
低
支
持
価
格
を

あ
る
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と
は
不
可
避
で

あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
末
の
国
際
価
格
急
騰

に
直
面
し
た
イ
ン
ド
政
府
に
と
っ
て
は
、
最

低
支
持
価
格
を
さ
ら
に
大
き
く
（
例
え
ば
一

ト
ン
当
た
り
一
〇
〇
ド
ル
分
以
上
）
引
き
上

げ
る
こ
と
も
一つ
の
選
択
肢
で
は
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
市
場
介
入
に
伴
う
支
出
膨
張

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
下

方
硬
直
的
な
最
低
支
持
価
格
を
無
制
限
に

引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
最
低
支
持
価
格
の
上
昇
を
最
小
限
に
止

め
な
が
ら
、
政
府
調
達
目
標
を
達
成
す
る
手

段
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
最
低
輸
出
価
格

の
設
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
手
段
だ
け

で
は
コ
メ
の
国
外
流
出
を
止
め
る
こ
と
は
で

き
ず
、
最
終
的
に
は
非
バ
ス
マ
テ
ィ
米
の
輸

出
を
禁
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

輸
出
停
止
の
効
果
も
あ
り
、
二
〇
〇
七

／
〇
八
年
度
の
政
府
調
達
量
は
目
標
を
上

回
る
二
八
四
九
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇

八
／
〇
九
年
度
に
は
さ
ら
に
大
量
の
コ
メ
が

政
府
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
、
輸
出
禁
止
政
策

の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し

か
し
二
〇
〇
九
／
一
〇
年
度
に
は
干
魃
と
洪

水
被
害
に
よ
り
、
籾
米
の
生
産
が
対
前
年

比
で
約
一
八
〇
〇
万
ト
ン
（
約
一
二
％
）
も

減
り
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
は
コ
メ
の
緊

急
輸
入
さ
え
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。乾
期
米（
二

〇
一
〇
年
一
月
以
降
の
収
穫
）
の
豊
作
に
よ

り
コ
メ
の
本
格
的
輸
入
は
回
避
で
き
た
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
事
後
的
に
み
れ
ば
、
輸
出
禁

止
を
継
続
し
て
備
蓄
を
築
い
た
お
か
げ
で
、

大
凶
作
を
無
事
乗
り
切
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
政
府
に
よ
る
輸
出
規

制
に
は
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
大
規

模
な
コ
メ
の
政
府
調
達
と
公
的
配
給
が
必
要

と
さ
れ
る
限
り
は
、
今
後
も
安
定
的
な
輸
出

は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
政
策
運

営
に
全
く
改
善
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
コ
メ

の
政
府
調
達
と
輸
出
需
要
が
必
要
以
上
に
競

合
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
既
に
述
べ

た
と
お
り
、
輸
出
需
要
が
旺
盛
な
と
き
は
パ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
な
ど
で
卸
売
価
格
が
上
昇
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
最
低
支
持
価
格
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
時
を
同
じ
く
し
て
、ウ
ッ

タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
東
部
や
ビ
ハ
ー
ル

州
な
ど
、
政
府
調
達
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い

地
域
で
は
、
卸
売
価
格
が
最
低
支
持
価
格
を

下
回
る
こ
と
も
あ
る
（
図
1
）。
も
し
政
府
買

付
を
後
者
の
地
域
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
輸
出
需
要
と
の
競
合
を
避
け
つ
つ
、

調
達
目
標
を
達
成
で
き
よ
う
。
政
府
調
達
の

実
現
の
た
め
に
輸
出
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
局
面
も
、
現
在
よ
り
は
減
る
で
あ
ろ

う
。
調
達
の
地
理
的
多
様
化
を
推
し
進
め
る

に
は
、
公
設
市
場
、
穀
物
貯
蔵
施
設
、
そ
し

て
農
村
部
の
道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
、
コ
メ
の

政
府
調
達
だ
け
で
な
く
、
居
住
者
の
生
活
水

準
向
上
に
も
結
び
つ
く
と
期
待
さ
れ
る
の
で
、

優
先
的
に
着
手
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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